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III．　 Steady　 State に 於 け る 血 液 乳 酸 量
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Studies　in　the　Physiology　of 　Exercise　in
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　　　　　　　　　　　　　　　 材 料 及 び 方 法

　材料は實驗 の 性 質上 何れ も皆充分 に 訓練 を施 した簿書鳩を選ん だ。 而 し て 共大部 分は甎 に

數囘賁驗 に 便 用 した もの で あ る e 運 動は 15 分 ，
31〕分 ，

45 分 ， 及 び 6D 分 の 杢 中飛翔で あ り，

邏 動 中は屋 上共他 に 休憩 しな い 襟 に 嚴重監観 した。採 血 は運動絡了後可及的速 か に 之 を行 CS，

術ほ其帙 復状態 を窺 ふ 爲 に 15分後 に於 て 更 に 1 囘 の 探血測定 を行つ た。乳酸の 測 定方法 は前

報 （1937 ）所載 の もと同一で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 結 　 　　　 果

　實驗 の 結果 を取 纏め て 表示 す る （第 1表 及 び 第 2 表 ）g 勢 1 表 に 於 て は個體 別に 其實驗域績

を記載 し；第 2 表 に 於 て は全 個體 に 就 て の 平均値 を各 々 記載 し て
， 念の 爲 に 乳酸量 に 就 て は

標準 偏差 及び確率誤差 を附 し て 置 い た。徇 叉 第 2 表 よ り推 定 した作 圖 （第 ユ 圖） を も示 し て

置 い た。坦 し CC ，6 な る 個 體 は 實驗 中に 健康 を 害 した 爲 に 途 中に 於 て 實驗動物 よ t）除外 し

た。從而第 2 表 の 雫均値は 。c ．6 を含 まな い 。

論 議

　實 驗 の 結果 に よれ ば ，

15・Jf＞，　30分 ，　45分及 宅，陰60

分 の 運動 に 於 て 血液内 の

乳酸量 は殆 ど不變で あ つ

た。第 2 表 に 就て 各時間

後に 於 け る 乳酸量 を比 較

す れ ば 15分運動後 に 於 て

最 も多 く、績 い て 31⊃分運

動後 に は少 し減 じ，4tt分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0
遲蓮力後 に は更 に二減 じ，

6

分運動後 に は 少 許壌加 し

て 居 る。乍併、共等 の 蓮

動時 IC於 け る温度 も亦之

に 準 じて 變動 して 居 る爲
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　11　in岨 gi【上any 　by　the 　au しhor　trR −

　　 　 Chig 　the 　pOil｝t・S  
，
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に
， 此 庭 に 現 れ た差異 は 問題 に な らない 様 で あ る Q 尤 も ユ5分運動 の 場 合 と 30 分運動の 場合

は各個 體 を按 配 して 交 互 に 之 を行 つ た爲 に 浬度 の 差 も少 く略 ． 同一
鋒件 と 見 て 良 い 樣で ある

が ，
45 分及 び 6⊂1分の 場合は其後に行つ た 爲に 前二 者 と温度 の 開 きが 少許大 き過 ぎる樣 に 思

へ る。叉 若 し假 に 温度 の 差異 を問題 に しな い と し て も其等の 聞の 差 異 は實驗誤差 の 範圍 内に

あ る と云 は ね ば な ら蹴 帥 ち各時聞後 に 於 け る 價 を算 出 して 之 に 確率誤差 を附す れば吹 の

如 くな る。

　 　 　 　　 　 MI 〜 M2 ＝ 1．6 ± 2 ．26 　　　　　　　 ｝ls　
・v 　1工3

＝ 1 、S ± 2．09

　 　 　 　　 　 〕〜11〜 ｝13＝ 3、4 ± 1．84　　　　　　　　　　　　　｝！：2
〜 ユLlt＝＝ 12 ± 2．17

　 　 　 　　 　 ：Ml 〜 II4ユ 2．8 ± 1．g3 　　　　　　　　　　　　　1〜エ3
〜 M4 ＝ 0．6 ± 1．71

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

118 岡　 本　 正 　 幹

1
IIldivi一

2

｝D 。te
dllal ヒ

1．一「．−

　　ce ，6

　　　　　　　　．．i

1
｝

91％

lDo
！11．

1
　　10128

函一｝τ一一一

035
…
　　lo112

　　　9／27
…

U ／13

1〔1！29

11！27

036
・　 91281

「

｛1・〆三3
…1

　　】〔｝13 
：

；

， 11μ5
亅

；
ilj129F

。 頭　　　　　　1

　　」
10114

9129

11！16

11！1

11！27

0　 2　 1
［ 9／3 
「

…

ho ！15

ヒ
1丶Veather

i
｝
Ioi
　　　　 

○

 

 

 

o

第

Atm ，　 te【n 一

perft−ture
　　（

｝C ）

　　　　　　　　　1
　　24・5　　i

2L5

23．5

22。5

26．0

16．0

23。0

15．G

1

Bodyweight

（gm ．）

32δ

i　 335

1
　　　　325

ii
　 31011

卜
踊

E
　　　 305

3鎗

1
　　　325

亅

t

表

Duration
　　　ol

　五yi1玉9
　　（mm ．）

　　　15

30

45

15

3 

菊

60

rest

」

Interva　　 tw ．1
time　of　cessa ．　l
tio… 田 ying 　

I

and 　　time 　 of

bloed　samp ］　lng
1nlll．
2　 ：

工5　 ：

2　 ：

15　 ：

2　 ：

15　 ：

2　 ：

15　 ；

2　 ；

15　 ：

2　 ：

ユ5　 ：

2　 ：

15　 ：

sec ．
lDooO500

．激）．

（ooooolooo

．
如

oomoo

1

ヨ

ll

Lacticacid

（mg ％ ）

0

◎

●

○

◎

O

 

◎

○

 

O

1

　

24．0

21．5

23，0

16．0

310

315

310

錨

　　　　　　　5
・4．。　 lam
　 　 　 　 　 　 　 F

21．5

22．0

16．0

22．0

15．0

365

345

謝

340

285

lI

」

1G

15

30

萄

60

rest

15

30

弱

60

rest

52．833

．534

．830

．9
．
38234s34

．622352

．832

．038

．528

．74LO28

．719

．5

IE

…

23．0

20．5i

305

335

15

鉛

252525

工

5

　

］

　

　

1
　

　

1
　

　

1

25252525　

1
　

　

1
　

　

1
　

　

1

252

厂
O

　

1
　

　

1

1000050015005500N）．！

22．129
．218

．825

．217

．625

．023

．7193

15　 1
 010

　　 10015001000

如

oo1500

37．72

  ．032

．3

銀）．226

．817

．43L817

．520

．434

．025

．428

．118

．1

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

傳 書鳩 の 蓮動 生 理 に 關 す る研 究 〔HD 119

i 1 n 艶 rva 　　etw ，
hldivi一 ｝ At 皿 ．　tem − iBodyDur 翫tiontime 　 of　 ceEsa 一 　　　　■

1β ctlc

dual
｝

1）a．もelWeatherperatnre
｛

　　｛
° c）　 1weight（gm ，｝

　　of

恥 iDg　 i
｛miD ・》　 1

tion 　 of 　 O｝
・ing

and 　 time 　 o正

blo  d　8amphn 菖

acid

（皿 9％ ｝

0　 2Illl12 ◎ 、 21ゆ 　1
　　　　　　 1315

45

　　1
】1｝111．　 5e 〔ヨ．
2 ・ 2，

．
i3 嵐3

． 旨
1

　　　　　　　　　　≡
15　 ： 0  24．4

［
1

ユ1117 Q 18，0
　 　 　　 　 　 1i

　 31，5 邸 2　 ： 別 35．9

1 1 15　 ： 0」｝ 24、5
Il11129

◎ 14．o 315 r 〔｝；ヨt ＿　 　 　　 1
　　　　　　　　124

．8

0 　 3110116 ● 2  ．o 340
．
　　　　 151 　 2 ・ ・5129 ．9

1
．

【 ・5 ・ ・⊃ … 以u

11011 ● 22．5 330 30
　 　　 　 　 　 　　 　 1

2 ： 05　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 127

，0

　　　　15　： 00　　
〕

1

I　 　 I5．9
1

1疋’18   17．0 325 弱 ｝　 2 ・ 1。　 12L8
1 ・5 、 ・。 117 ．8

11 【14   21． 
　　P
翼 9

6（， ド 2 ， 05 292

i 15　 ：   o 17．1
1t

］1130   13．o 3虫｝ re3t 一 i　 l4・6

017 1．〔112   　 122 ． 
1
　　　 310 15 2　 ： lo 4L6

15　 ： 00 22．7

11⊃！ユδ   15．0 3  3（， 2　： 15 35．5

E 15　 ： 00 器．6

上1！5 ● 餌｝．5 ：蓑｝5 獅 2　 ： 20 97．o

15　 ： 0ひ 23．o

11119   17，曜） 310 6Q 2　： 10 27．3

15　 ： 00 19．7

卩
11脚 （D 13ρ 3助 1 齪 t 一 17．6

A3 10119 o ヱ6．5 34D1 　 ・5 2　： 15 38．9
！ ユ5　： ◎  2L3

1｛1〆4   22．5 跏 ：　 30
…

2　 ； oo 282

1 15　： 00 17．9

u120 O ヱ4．‘， 315 　　　　 45
1

2　： 〔沁 25ρ

… 15　 ： 00 1？，7

ll〆6 ● 2L  3幺51 　　　　 巳o 2　 ： 1〔， 31。4

15　： 00 19．0

12！1 ◎ 14．  跏 re5t 一 1　 19・8

034 1 ノ5 ● 23．o 345 15 2　 ： 05
「
　　　　2＆ 6

1 15　：     　　　　22、3
ト

1 μ〕 o 17．5 355 鼬 2　 ： λ 1 「　　 32，7
セ

ユ5　 ：   1 2L8
卜

il18
 

i
o 1B丿， 呂黔 i　　 45IlI 2　 ： 鋤

15　 ：．00

　　　　28．6
i　 玉8護
F

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

120 岡　 本 　 正 　 幹

IIldivi．

d囎 1

034

〔｝ 12

　 （11 〔1

− 一． 一

〔卜 79

　　　　　　　　　　　　　　　　　I
D 。，。 W 。 a ，her　i　Atm ・tem 冒1 矚

　　　　　　　｝pe
齶

「e

嵎 町 i
　　　 E
　 ll／22　 i

国 一
ll 121i
l　　 i
　　　 　　　 　 ミ

11・〆・ i
！　　 　 　　 l

ln
！24i

1f！iO

12i2

●

◎

 

◎

●

○

1〔》7　　　  

Ic）IL）L＞

n ／11

11！25

1212

1〔 セ3

10t’E

11126

ll！12

12！2

12．5

14， 

19．　．O

21．o

12．〔｝

18．0

 
゜1 ・5．・

　 　 　 　 19．5

○

 

◎

 

○

●

●

○

 

19．o

14、0

11．0

15．〔〕

19．〔｝

185

9．「〕

16．0

］5．0

3齢

：“ 5

蹴

305

3（玲

29〔1

320340

340

315

3x ）

340

350

3ti5

330r

獅

跏

　 　 　 　
I

　 llterva 　　etw ．≡

DuratfOll　 i　time 　of 　cessa − ｝

　　　　 ition 　of 　flyillg・　   ffiyil
）9 　i　and 　 tflne   正1

（min ・｝　　i　blood　sampling 　l

・・ 障
h
  酬

　　　　 i　 15 ： （Y．）　 1
　 　 　 　 ヒ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ±
　 rest 　　i　　　 ＿　　　　：
　 　 　 　 l

　 　 　 　 I
　 15

30

萄

樹）

re8t

Iactlc

15

鉛

菊

6⊂｝

rest

15

acid

（mg ％｝

2

δ

252525

　

1
　

　

1
　

　

1
　

　

1

　 05

　 00

　 齢

．QO
’
　 15

　 〔ゆ

　 09

　 00

36．s21

．218

．6

31．424

．334

．623

．834
．120

．032

．62

  ．019

．3

嫐．｝

45

60

re 就

1　 　 55　　 i　 　 29，1

15　 00 　 1　 17．I
　 　 　 　 　 i
2　 2G　 ｝　 29・5

1500 　t23 ・2

210122 ．1

15　　　（沿 　　　；　　　 12，4

2　 15　 i　 22．3

15　　 〔X）　　　　　 　 14．5

　 − 　 　　　　 　　 20．i

2　；　岌 ）　　　　　 15．7

】5　　 QO　　　　　 16．5

2　　20　　；　　14・7

15　 ：　 0〔1　　　 　　 113

2　；　 15　　 ・　　 銀），7

】5　　　00　　　　　　　13．9
2　　 （ゆ　　　

．
　　 18．‘2

15　　 （K）　　 1　　 16．3

　＿　　 l　 I6．4
　 　 　 　 　 1

　之 は旬れ も統計學上 無意味 な差異で ある 。 但 し著者 の 實驗 は冊 一・
材料 に 就 て 行 はれ て 居 る

か ら少差 を も少差 な り と見 な して 作威 した の が 第 1 圖で あ る。 圖 に 於 て 實線 の 所在は、運 動

絡了後可久的速か に 行 はれ た 測定 の 値か ら運動 中の もの を推定 し て 描か れ た もの で あ る。運

動絡了後 2 分餘 の 血 液 と運動 中 の 血液 と何れ が よ り多 く乳酸 を 含むか ，實 際は 不 明で あ る 。

現 に 急激蓮動 の 場 含 に 就 て は著者 も毓に 絡 了後 2 乃至 3 分に し て 乳酸量は頂 點に達す るだ ら

う と 述 べ た e が ， 今囘 の 如 き輕運動 の 場合 は叉 別個 の 問題 で ある。從 而此 處で は假 tcge了後

直ち に 控復 を始め る もの と して 」5 分後 に 於 ける 抜復欺態か ら按分 に よつ て 算出測定 した も
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の で ある 。　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　　　　 ・

　蓮動 終了後 ］5 分 FC して 乳酸 量は 最 早千時 の レ
・ベ ル に 蓮 して 居 る と見 て差 支 へ ない 機で あ

る 。一見 し？C所 、 15 分運動 の 場 合に は終 了後 15 分 の 乳 酸量が 李時 の レ ベ ル よ り可成高 い 捷

に 見 え る。N 〆〜 M5 ＝ 2．2 ± C］．71。即ち 辛 うじて 誤 差 の 3 倍で あ る ， 併 し 15 分 運動當時 の 、

4 均氣温 は 安罅蒔 の 測定 當時 の 氣盗 よ り相當高ト
・ ．略 々 同一一の 鳩 を用ぴ て 行 つ た 安靜時 の 血

液乳酸量が 8 月に は此 處に 記載され た る もの よ りも約 10mg ％高か つ た事か ら考 へ て ，15分運

動 當時 の 安靜時 の 血 酸量 は此 處 に 記載 され た 19 ］ と い ふ價 よ りも 2 乃 至 3mg ％ 高 い 筈だ と

云 へ ない 事 もない 様 に 思 へ る。

　と もあ れ ，
拓 分及 び 6U 分運動 の 場合 に は他 の 2 つ の 場 合 よ り も著 し く體 重が 輕 くなつ て

居 る e 之 は長 時問 の 運動 を逹 日 の 樣 に續 け た 爲で ある 事 に 相違 な い
。 何故なれ ば ， 安 翻時 の

乳酸量を測定 しつ N あ る聞に （此 の 期 闘約 1 邇 間．運動 時附 毎 日 3〔1分）軆重 は逸早 くも舊 に

復 して 居 つ た 。 此結 果 は蓋 し注 目に 價す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 結　　　　　　語

　 15 分 ，
3i〕分 ，

45分及 び GD 分 間自由 に 室 中を飛翔 せ しめ た後 の 傳 書鳩の 血 液乳酸量 を， 運

動絡 了後 可及 的速か に 定 量 した 結果 ，共等 の 測定 1直の 間 に 殆ん ど有意義 な差異 を見 出 さなか

つ た 。即，斯 謂 stea ｛董y　state の 歌 態 に あ る事 を確 め た譯で あ る。但 し此 朕態に 於 け る 血液乳

酸量 は安靜時 の レ ベ ル よ りも少許高 く．其帳 復に は運動終 了後少 く もlrA” を要 す る もの の 如

くで あつ た 。

　絡 に 臨 み ．本研 究は 丹下 轂揮の 研 究室 に 於 て 行 は れた もの で 、同教授 の 好意 に 鬻 し深甚な

る 謝 意 を表 す る 。
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　 HILI．．　A ．　V ．，　LONG ，　C ．　N 。　H ．　d
・　ll｛

−l　LUPIrONT．　H ，（19L，4））｛ii，scukt｝
− exerci 欝e、　lactic　acid

，　and

utiliza もion　of　ox ：
’gen ？roc ．　Roy．　Soc．96．43δ　岡本正幹 〔ユ937）簿書鳩 の 遯 動生理 に關す る研究、

1．傳書鳩に 於ける蓮 動の 血液 pH に 及ぼ す影響．動雜，49，
17S ： IL 蓮動後に於ける 血液 乳酸 の 増加並

にそ の 悛復歌態に及ぼす訓練 の 影響．動雜 ， 49，411．
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